
                                

 

校長  吉 田 順 一 

「正しい判断力とたくましい実践力をもった優しい生徒」を育てる学校として、令和８年度がスタート

しました。今年度も、本校の教職員は、家庭や地域の力もお借りしながら、生徒一人一人に徹底してか

かわってまいります。今月号では、入学式で話した校長の目指す生徒像への思いを紹介いたします。 

【入学式の式辞より】 

まず、「正しい判断力」とは、小学校までに身に付けてきた“正しさを見極める力”を、さらに深めて

いくことです。学校は、知識や技能を学ぶだけの場所ではありません。仲間と協力して学ぶ喜びを知

り、将来の夢を育む場所でもあります。授業、部活動、学校行事など、多くの体験を通して成長していく

中で、物事を多様な視点から捉え、自分の頭で考え、判断できる力を育てていってください。 

次に、「たくましい実践力」とは、自分が正しいと判断したことを、しっかりと行動に移す力です。これ

からの学校生活では、思い通りにいかず壁にぶつかることもあるでしょう。そんなときに「どうせ無理

だ」「自分なんて」とあきらめるのではなく、成果が出ないのは才能のせいではなく、努力がまだ足り

なかったのだと受け止め、もう一度立ち上がる強さを持ってください。自分を動かすことができるのは、

世界でたった一人の皆さん自身なのです。夢に向かって努力を続けること、当たり前のことを当たり前

に積み重ねること、そして自分のすべきことから逃げずに向き合う姿勢は、皆さんを確実に成長させて

くれます。行動する勇気を持ち、失敗を恐れず挑戦し続けてください。 

そして最後に、「優しい生徒」であることを大切にしてほしいと思います。世の中には、立場や状況に

よって“正しさ”がぶつかり合う場面が数多くあります。今、世界で起きている紛争も、それぞれが自分

の“正しさ”を信じて行動しているからこそ生まれている現実です。だからこそ皆さんには、相手の立場

に立って考え、相手の気持ちを想像し、思いやる心を育ててほしいのです。 

優しさとは、ただ人に親切にすることではありません。自分とは違う考えに出会ったとき、感情のまま

に反発するのではなく、「なぜその人はそう考えるのか」と一度立ち止まって考えられる力です。正しい

判断力や実践力を発揮するとき、その中心に“相手を思う気持ち”があるかどうかで、皆さんの行動は

大きく変わります。優しさは、これからの人生で迷ったとき、必ず道しるべとなる大切な材料です。 

・・・そして、最後に皆さんに伝えたいことがあります。三年後の旅立ちの日に、「熊谷東中学

校で学んでよかった」と笑顔で言えるかどうかは、これからの皆さんの行動で決まります。仲

間と共に学び、挑戦し、悩み、乗り越える。その積み重ねが、皆さん自身の未来を切り拓く力に

なります。 

どうか、この三年間を、自分の人生を前へ進めるための“本気の三年間”にしてください。 

志高く
学校だより 
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 ４月８日、令和８年度が始まりました。午前中は新しい学年に進級

した２・３年生が前期始業式に、午後には、入学した１年生１４３名

が、「第6６回入学式」に立派な態度で臨みました。 

新しい仲間との出会いを大切に、充実した１年となることを祈っ

ております。また、入学式では、本校を支えてくださっている地域の

方々を来賓としてご来校いただきました。ありがとうございました。 

これからも、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

令和８年度がスタートしました。 （１年生１４３名、２年生１１６名、３年生１２９名） 
【４月１０日（月）】 

 

祝 進級・入学

４月１５日 交通安全教室 

（１年生） 

４月２４日 授業参観 

学級懇談会（全学年） 

５月２９日 生徒総会 

（全学年） 

５月２２日 体育祭 

（全学年） 


